
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小6 中学受験 理科 はってん こたえ 名前

力学の複合 月 日

1 2つの装置を組み合わせる 発展

動滑車(どうかっしゃ)は力が半分、輪軸(りんじく)は「力×半径」が左右で等しいとき、つり合います。

(1) 長さ60cmの重さを考えない棒の左はしを支点にします。支点から50cmの点に、おもり

? をつるします。棒の右はし(支点から60cm)には糸をむすび、その糸を上へ引いて、天

井の定滑車を通し、動滑車にかけます。糸の他方は天井にとめ、動滑車には重さ220gの

おもりをつるします(動滑車の重さ・糸の重さ・まさつは考えない)。棒が水平につり合うと

き、おもり ? は何gですか。

答え 1 3 2 g

2 板の積み重ね・つり合いの判定 発展

てこは、「力の大きさ×支点からの長さ」が、左まわりと右まわりで等しいとき、つり合います。

(1)

10g 50g 190g

30cm
50cm

20cm

重さを考えない棒の左右に、図のようにおもり

をつるしました。手をはなすと、棒はどうなりま

すか。記号で答えなさい。

ア 左がさがる　イ 右がさがる　ウ つり合う

答え イ

できた / 2問
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